
 

 

 

 

 

   

 日本医労連「2012 年青年学習交流集会」が

10 月 13～14 日、福島県・飯坂温泉ホテル聚

楽で開催され、全体で 68 名（新潟１名）が参

加しました。 

集会では、伊藤圭一さん（全労連調査局長）

による労働組合の基礎や役割についての講演や、

折笠由美子さん（福島県厚生連労組）から福島の現状や震災・原発事故後の組合活動につ

いての講演がありました。その後の分散討論では、震災・原発事故や職場のことなどをテ

ーマに意見交流が行われました。夜は大いに盛り上がったようです！！ 
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参加者の感想  

今回、初めて青年学習交流集会に参加し、組合についての重要性や震災時の組合の

取り組みといった内容の講演を聞かせてもらいました。今の職場の環境や震災時に自

分に何ができるかといった内容をグループで討論する機会もあり、とても勉強になる

2 日間でした。「権利におごるものは権利を失う」といった言葉にとても共感し、自

分も組合員として組合活動にもっと積極的に参加していかなくてはならないと感じ

ました。ぜひ、またこうした機会があれば参加させてもらいたいと思います。 

坪谷健二さん（県医労連青年部長・信楽園病院従組） 


